
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

※ ８月 13日に、ＵＮＤＰ、横浜市、オデーサ市によるオンライン説明会を開催します。 

１ クラウドファンディング 

(1) 寄附金の使い道：オデーサ市第141保育園へ遊具、教室用家具などを寄贈 

(2) 目 標 金 額：300万円 

(3) 寄 附 募 集 期 間：令和７年８月５日（火）９時から９月30日（火）23時まで 

(4) 寄附方法等の詳細：https://readyfor.jp/projects/undp-yokohama-odesa 

(5) 返 礼 品：市内のウクライナ避難民の方々や、オデーサ市の子どもたち 
         が手作りした手工芸品やポストカードなどが提供されます。 

 

 

２ オンライン説明会「ウクライナの園児に再び笑顔を」 

(1) 日   時：令和７年８月13日（水）18時～ 

(2) 概   要： オデーサ市及びオデーサ市第141保育園の皆様にご協力いただき、 
       オデーサの子どもたちの暮らしの現状をお伝えします。 

(3) 登録ＵＲＬ：https://undp.zoom.us/webinar/register/WN_G8b-hi0OSR6YIaG0jvjFMQ#/registration 

※ メディアの方もご視聴いただけます。 

※ イベント終了後はＵＮＤＰ駐日代表事務所YouTubeチャンネルで公開される予定です。 
 

 

国連開発計画（ＵＮＤＰ）と連携してクラウドファンディングを開始！ 
～ 姉妹都市オデーサ市の保育園の復旧を支援し遊具等を整備します ～ 

令 和 ７ 年 ８ 月 ５ 日 
横浜市国際局ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ推進課 
国 連 開 発 計 画 

記 者 発 表 資 料 

横浜市と国連開発計画（ＵＮＤＰ）は、令和６年７月にウクライナ支援における連携について合

意し、爆風によって被害を受けたオデーサ市第 141 保育園の復旧支援に取り組んできました。現

在、UNDPにより建物の修復工事が進められています。 

このたび、同保育園に遊具等を設置するため、両者の連携でクラウドファンディングを開始しま

す。この取組には、市内に避難されているウクライナの方々やオデーサ市の子どもたちが返礼品を

手作りするなど、ご協力いただいています。 

子どもたちに、遊び、笑い、安心できる場所を取り戻すため、ご協力をお願いします。 

クラウドファンディングの 
トップページ 

オデーサの子どもたちの 
手作りの返礼品の例 

裏面あり 

避難民の方々の 
手作りの返礼品の例 

 

https://readyfor.jp/projects/undp-yokohama-odesa
https://undp.zoom.us/webinar/register/WN_G8b-hi0OSR6YIaG0jvjFMQ#/registration


 

 
 

【参考１】オデーサ市第 141保育園復旧支援プロジェクトについて 
 ロシアのミサイル攻撃等による爆風により、オデーサ市にある第 141 保育園の建物が被害を受け、建物

の屋根、窓、外壁、内壁等が激しく損傷し、閉園を余儀なくされました。 

復旧支援の相談が、令和５年８月にオデーサ市から横浜市に寄せられて以降、関係機関・企業等に情報

提供を続けるなかで、横浜市と UNDPは連携について協議を重ね、オデーサ市及び周辺地域での包括的な復

旧・復興支援に取り組むための協力趣意書の締結に至りました。 

 UNDP による建物修復工事が令和７年３月に始まり、９月からは保育園が再開される予定です。今回のク

ラウドファンディングは、子供たちの遊びと学びに必要な遊具や家具等の購入を目的としたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考２】横浜市のウクライナ現地支援について 
横浜市は 1965年から、オデーサ市と姉妹都市交流を続けており、2022年のロシアの侵略により危機に直

面したオデーサ市に対して、防寒着や移動式浄水装置の提供など、いち早く支援を行いました。横浜市と

オデーサ市は、令和５年３月に「持続可能な都市発展に向けた技術協力に関する覚書」を締結し、横浜市は

オデーサ市におけるインフラ施設の復旧・復興への協力に向けて、幅広い関係機関等と協議を進めてきま

した。 

 

【参考３】国連開発計画（UNDP）に関して 
国連開発計画（United Nations Development Programme）は、貧困や格差、気候変動といった不公正に

終止符を打つために闘う国連の主要機関です。170か国において、人間と地球のために総合的かつ恒久的な

解決策を構築すべく、様々な専門家や連携機関からなる幅広いネットワークを通じ支援を行っています。 

UNDP は国連の中核的な開発機関として、SDGs の策定に大きな役割を果たし、世界における SDGs 普及の

推進力となっています。 

お問合せ先 

（横浜市とＵＮＤＰの連携全般、横浜市によるオデーサ市への現地人道支援に関すること） 

国際局グローバルネットワーク推進課国際技術協力担当課長   横内 宣明 Tel 045-671-4712 

（ＵＮＤＰによるウクライナ支援、オデーサ市第 141保育園の復旧工事に関すること） 

ＵＮＤＰ駐日代表事務所パートナーシップアドバイザー     二瓶 直樹 Tel 03-5467-4751 

保育園の工事中写真（外観） 保育園の工事中写真（内部） 

保育園被害状況（外観） 保育園被害状況（内部） 協力趣意書締結式 


